
取扱説明書

● LEDは自分で交換できません。バルミューダサポートセンターにて修理いたします。
● LEDの性質上、同一品番でも製品ごとに発光色・明るさが異なる場合がございます。

ご使用の前によくお読みのうえ、正しくお使いください。この取扱説明書に記載の注意事項は、製品を
安全に正しくお使いいただき、人体への危害や財産への損害を未然に防止するためのものです。

パッケージ内容と設置場所をご確認ください。

本体の各部の名称については、裏面をご覧ください。

警告 注意

「してはいけない内容（禁止）」を示しています。

「死亡または重傷を負う可能性が 
  ある内容」を示しています。

「軽傷を負う可能性や家屋・家財などの
損害が発生する可能性がある内容」
を示しています。

「しなければならない内容（指示）」を示しています。

誤った使い方によって生じる危害や損害を区分して表示しています。

安全上の注意

使用上お守りいただく内容を図記号で説明しています。

修理等のご相談時にいただいた個人情報のお取り扱いについて
1) バルミューダ株式会社は、お客様の個人情報をお客様の対応や修理およびその確認時に利用し、これらの目的のために
　 ご相談内容の記録を残すことがあります。
2）次の場合を除き、弊社以外の第三者に個人情報を提供することはありません。
　 a ) 修理やその確認業務、輸配送を委託する場合。　 b ) 法令の定める規定に基づく場合。

www.balmuda.com/jp/legal/privacy　バルミューダのプライバシーポリシーについてはこちらをご覧ください。

太陽光 LED デスクライト （家庭用）
 L01Aシリーズ
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 殺虫剤やアルコール類・ベンジンなどの薬品類をかけない。
故障の原因となります。

  
持ち運びや移動の際は、必ず大人が行う。
転倒、落下による事故やケガの原因と
なります。

  
必ず交流100Vで使用してください。
火災、感電の原因となります。

バルミューダサポートセンター

  
分解・改造をしない。
感電、発火、異常動作による事故やケガ
の原因となります。

  
濡れた手で触らない。
感電の原因となります。

  
水などの液体をかけない。
感電や故障の原因となります。

  
乳幼児の手の届くところでは使用しない。
転倒、落下による事故やケガの原因と
なります。

  
製品に異常・故障を感じたら電源プラグを抜き、直ちに使用を中止する。
火災、感電、ケガの原因となります。

  
横に倒して使用しない。
転倒、落下による事故やケガの原因と
なります。

  
放熱口や製品の隙間に針金などの
金属物や紙などの燃えやすいもの、指
を入れない。
火災、感電、ケガの原因となります。

  
放熱口を塞がない。本体を
布や帽子などで覆わない。
本体に熱がこもり、火災
の原因となります。
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保証書

取扱説明書（本書）

ライトを点灯する
調光ダイヤルを右へ回すとライ
トが点灯します。

 まで調光ダイヤルを戻すと
消灯します。

ACアダプターを接続する

ライトの角度を調節する
ヘッド部とアームの角度を変えて
照射位置を調節できます。
可動範囲は裏面をご覧ください。

ツールボックス・
ツールトレイを使う
ツールボックスやツールトレイ
に文房具などを収納できます。

ツールボックスを点灯する
イルミネーションスイッチを押す
と音が鳴りツールボックスが点
灯します。もう一度イルミネー
ションスイッチを押すと消灯し
ます。

ライトを
つける

使いこなす

日々の
お手入れ

本体を
セットする

ご使用の前に ご使用方法

こんなときは

ご相談窓口

1

2

3

4下記をご用意いただくと円滑に対応できます

  次のような場所では使用しない。 

● ベッドサイドや床などデスク・
　テーブル以外の場所
● 高い場所
● 本棚の近くなど他のものが落
  下した時に当たりやすい場所

● 直 射日光が当たる・暖 房
　 器具の近くなど、温度が高く
　なりやすい場所
● 屋外や、湿気が多い・水が
　 かかりやすい場所

● 不安定な場所
● デスク・テーブルの端など
　 落下しやすい場所
● カーテンや布団など他のもの
　 が引っかかりやすい場所

ACアダプターの電源プラグをコン
セントに差し込み、アダプタープラ
グを本体ベース部のアダプター
プラグ差込口に差し込みます。

本体を設置する
本体は利き手と反対の対角線
上に設置してください。照 射 範
囲は裏面をご覧ください。

ライトが点灯しない／
ライトがときどき点灯しない／
ライトがちらつく。

電源プラグまたはアダプタープラグは
正しく 接続されていますか？
電源プラグ・アダプタープラグは確実に差し込んでください。
本書に記載の「1 本体をセットする」をご覧ください。

解決しない場合は直ちに使用を中止し、
バルミューダサポートセンターにお問い合わせください。

本体やACアダプターが
異常に熱い／異臭がする。 直ちに使用を中止し、

バルミューダサポートセンターにお問い合わせください。
ACアダプターが破損している。

日本国外では使用できません。
保証や修理の対象外となります。日本国内専用

● 取扱説明書 （本書）

● 保証書

● 購入証明書 （領収書、納品書など）

※製品シリアルナンバーのご確認の際は、ACアダ
プター、ツールボックスを取り外し、本体が落下・
転倒しないよう注意しながら行ってください。

LED 照明に関する注意

ツールボックス (着脱可/左右各1個)

ツール
トレイ

● 製品シリアルナンバー （本体底面）　

本体は机上の平らな安定した場所に設置する。

警告

注意

通電すると音が鳴り、ツールボックス
が一度光ります。

POINT

ライトの明るさを調節する

調光ダイヤルを回して明るさを
6段階で調節できます。

調光ダイヤルを回すと明るさの段階に
合わせて音が鳴ります。

POINT

ステッカーでカスタマイズする
付属のステッカーを貼り付けて
カスタマイズできます。

貼り付ける際はステッカーの取扱説
明書をご覧ください。

POINT

OFF

ON

傷をつける／加工する／熱器具に近づける／折り曲げる／引っ張る／
束ねて使用する／踏みつける／ねじる／ものを載せる　など

  
製品に付属のACアダプター以外を使用しない。
発火・発煙・故障の原因となります。

  
ACアダプターを傷つけない。
以下の行為はしないでください。破損による感電の原因と
なります。

  
濡れた手でACアダプターを抜き差ししない。
感電の原因となります。

  
アダプタープラグ・電源プラグは根元まで確実に差し込む。
接触不良による発火の原因となります。

警告

  
長期間使用しないときは電源プラグを抜く。
ACアダプターにホコリがたまり、発火の原因となります。

  
製品の隙間に金属や可燃物を差し込んで清掃しない。
内部に残った場合に、火災の原因となります。

  
水洗いしない。
感電や故障の原因になります。

警告

  
付属のステッカー以外のものを貼り付けたり、塗装 
したりしない。
破損やケガの原因となります。

  
シールはがし剤を使用しない。
破損によるケガの原因となります。

注意

  
アルコールやベンジンなどを使用しない。
本体の破損によるケガの原因となります。注意

受付時間  9 : 00 ー 18 : 00 （平日および土・日・祝）
通話料無料。携帯 ・ PHSからもご利用になれます。

IP電話など無料通話サービスをご利用いただけない場合は
0422-34-1705におかけください。 ※通話料はお客さま負担となります。

電　話

W E B  バルミューダ  サポート 検 索

製品サポートをスムーズにお受けいただくために
製品ユーザー登録をおすすめしています。

製品ユーザー登録 のお願い

　保
ほ ご し ゃ
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かた
へ

警告

光源部

その他

お手入れをする

傷つきやすいので、メガネふきなどの
やわらかい布で優しく拭いてください。

ほこりや汚れはやわらかい布などで取っ
てください。汚れがひどい場合は、薄め
た中性洗剤を染み込ませ固く絞ったや
わらかい布などで拭き取り、その後乾い
た布で拭いてください。

定期的にお手入れをしてくだ
さい。お手入れは電源プラグを
コンセントから抜いて行います。

注意

注意

おトクな情報製品サポート

ご登録はこちら

ヘッド部が常に水平になるように調節
すると、使 用 時に光 源 部が視 界に
入りづらくなります。

キャップやケースなどを装着するか、
鋭利な方を下に向け、収納してください。

POINT

POINT

  
ツールボックスやツールトレイに重いものを収納しない。
ケガの原因となります。

  
ペンやカッターナイフなど先
端の鋭利なものを上に向
けて収納しない。
ケガの原因となります。

  
角度を調節する際は本体のベース部をしっかり押さえ
ながら行う。
転倒によるケガの原因となります。

  
ヘッド部やアームの可動部に指を挟まないよう注意する。
ケガの原因となります。

  
ヘッド部やアームを可動範囲
以上に動かさない・無理な力
を加えない。
故障・破損によるケガの原因
となります。

  光源部を直視しない。
まぶしさにより目の痛みの原因となることがあります。

  
光源部を直接手で触らない。
汚れによって性能が低下する
原因となります。

管理用コード
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